
茨
城
・鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡

（
宮

中

条
里
爪
木
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
茨
城
県
鹿
島
郡
鹿
島
町
大
字
官
中
字
蒲
田
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年

（昭
５８
）
六
月
ぞ

一
九
八
四
年

（昭
５９
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鹿
島
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
口
　
８
Ｔ

本
田
　
勉

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
条
里
遺
跡

（水
田
跡
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
を
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡
は
茨
城
県
の
南
東
部
、
北
浦
湖
岸
の
東
側
に
位
置

し
て
い
る
。
北
浦
湖
岸
の
条
里
は
北
部
と
南
部
に
分
か
れ
、
神
官
橋
付
近
を
境

に
南
部
が
大
船
津
条
里
、
根
三

田
条
里
、
下
塙
条
里
、
谷
原
条

里
、
長
栖
条
里
、
泉
川
条
里
と

続
き
、
北
部
が
官
中
条
里

（爪

木
）
と
豊
郷
条
里
（須
賀

・
沼
尾
）

か
ら
な
っ
て
い
る
。
県
内
初
の

木
簡
が
検
出
さ
れ
た
官
中
条
里

の
爪
木
地
区
は
州
が
張
り
出
し

た

「
爪
木
の
鼻
」
の
根
元
部
、

湾
状
に
な
っ
て
い
る
水
田
地
帯
に
存
在
し
て
い
る
。

遺
跡
の
北
東
側
は
標
高
約
三
〇
ｉ
二
五
ｍ
の
洪
積
台
地
で
、
宮
中
野
古
墳
群

（総
数
一
一
七
基
）
の
う
ち
、
比
較
的
古
い
前
方
後
円
墳

（五
世
紀
）
が
存
在
し
て

い
る
。
遺
跡
は
Ａ

・
Ｂ
地
点
に
分
か
れ
、
Ａ
地
点
は
谷
底
平
野
の
入
口
部
で
標

高
約
五
ｍ
、
古
墳
時
代
の
水
田
跡
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物

は
こ
の
水
田
跡
内
よ
り
、
石
製
模
造
品
の
未
製
品
を
は
じ
め
、
土
器
片
、
陶
器

片
、
金
属
製
品
、
木
製
品
が
多
数
出
上
し
、
木
筒
も
こ
の
中
で
発
見
さ
れ
た
。

Ｂ
地
点
は
台
地
端
沿
い
の
比
較
的
広
い
部
分
で
、土
器
片
や
陶
器
片
、金
属
製
品
、

木
製
品
が
多
数
出
上
し
て
い
る
。
Ａ
、
Ｂ
地
点
と
も
遺
物
の
異
状
な
あ
り
方
か

ら
み
て
、
湖
岸
の
集
落
が
北
浦
の
洪
水
に
よ
っ
て
洗
わ
れ
た
結
果
に
よ
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
遺
物
は
平
安
後
期
以
降
の
も
の
が
多
く
、
墨
書
土
器
等
も
出

上
し
て
い
る
。
次
い
で
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
古
銭
や
煙
管
、
釘
、
陶
器
等
、

条
里
遺
構
も
確
認
さ
れ
た
が
、
時
期
決
定
に
は
至
ら
ず
今
後
に
課
題
を
残
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
「臨
〔々酔
碇
令
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕］望
中ギ
ト
屋

②
　
。
「口
□
三
百
七
十

。
「［日日‐十日
‐十日日日日一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（↓⇔）
Ｘ
（∞中）×
∞　
〇∞μ

③

　

「
正
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ブ

平ヽ
ω
霞

（
田
口
　
崇
）

(潮来)




